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　令和元年12月4日、私たち67期生のナーシングセレモニーが行われまし
た。ナーシングセレモニーは、看護師を目指す上でとても大切な行事です。
当日はナイチンゲール像から継火をひとりひとり受け取り、誓いのことばを
唱和しました。
私はナーシングセレモニーのリーダーをさせていただきました。
　この経験から、皆で協力することの大切さと、報告・連絡・相談を行い
主体的に行動することの重要性を身をもって感じました。準備から式典ま
で大変なことが多かったですが、67期生38人で力を合わせ、無事にナーシ
ングセレモニーを行うことができて良かったです。
　今回のセレモニーで一人ひとりがなぜ看護師を目指そうと思ったのか、
どんな看護師になりたいのかを再度胸に刻んだとともに、保護者や先生、
先輩の前で言葉にして誓ったことで皆の看護師になろうという決意が一
層固まりました。立派な看護師になれるようにこれからも誠実に歩んでい
きます。

　令和元年12月18日に浜田医療センター正面玄関ホールでクリスマス会を開催しました。
また、入院中の患者さんにも季節を感じてもらえるように学生が病棟や病室を訪問し、クリスマスカードを
手渡しました。病室でも楽しんでもらえるように院内訪問を行いました。

　今年教員となり、1年生の担任として初めてのナーシングセ
レモニーを担当し、令和元年12月4日に無事終えることがで
きました。
　ナーシングセレモニーを経験したことのない私にとって、準
備の段階から戸惑うことも多く、他の先生方の助言を頂きな
がら準備を進めてきました。一方で、1年生とともに準備を進
めていく中で、誓いの言葉やテーマを決めたり、唱和の練習、
案内状・しおりの作成など1年生が率先して主体的に行うな
ど、準備を通して1年生の成長を感じることができました。

　セレモニー当日は、ろうそくの火に照ら
された1年生の姿を見て、自分自身の学
生の時を思い出していました。当時は戴
帽式として行われていましたが、看護師
を目指す決意と同級生との一体感を感
じたことを今でも覚えています。
　これから1年生は実習に向けて研鑽に励んでいくことになり
ます。今回のナーシングセレモニーでの成長を糧に、更なる高
みを目指していってほしいと思います。

　

　

ナーシングセレモニーを終えて

浜田医療センター院内 クリスマス会を開催して

1年生　森田 鈴香

万灯山公園 
イルミネーション点灯式への参加

1年生　植田 絢香　稲若 沙姫

教員　岡本　諭初めての担当学生のナーシングセレモニーを終えて

2年生　和田 咲樂　余村 唯

　私たちは正面玄関ホールを担当しました。患者さんや、病院
に来られる方に楽しんでもらえるようなクリスマス会を企画
し、学生によるハンドベルの演奏や合唱、保育園児による歌
とダンスでクリスマス会を盛り上げました。また、病室の患者
さんにもご覧いただけるようにしました。素敵な演奏やダンス
により病院全体が明るく楽しい雰囲気に包まれました。病院
でクリスマスをむかえられる患者さんにクリスマスの雰囲気を
感じてもらうことが出来たと思います。多くの方の健康をお祈
りしています。

　私たち1年生の7名は、令和元年11月23日に万灯山公園の
点灯式に参加しました。私たちの他にも、浜田市の合唱団の
方など地域の方々が多く参加しておられました。合唱団の
方々の歌声は、とても綺麗で会場全体が一体となっていまし
た。私たちは、ハンドベルで「きよしこの夜」を演奏しました。
ハンドベルでの演奏が未経験のメンバーもいて緊張しまし
た。ですが、メンバー全員で協力し放課後を利用してたくさん
の練習を重ね、当日は楽しんで演奏することができました。私
たちの出番以外にも、会場全体で歌を歌ったり、カウントダ

ウンをして、地域の方 と々一緒に楽しむことができてとても良
かったです。
　点灯式が終わった後にも、地域の方々にお話を伺うなど、
短い時間ではありましたが、子供から大人までの幅広い世代
の地域の方 と々関わる機会ができました。　
　今回の点灯式を通して、地域の方 と々関わることができる
活動に積極的に参加していきたいと改めて思いました。今年
は1年生の中からは7人の参加でしたが、来年は多くの学生に
参加してほしいと思いました。

2年生　二上 穂乃香

　私たちは浜田医療センターの各病棟を訪問し、患者さんへク
リスマスカードをお届けしました。患者さんはクリスマスカードを
とても嬉しそうに受け取ってく
ださったので、看護学生で協力
して、頑張って作ってよかった
なとうれしく思いました。多くの
患者さんと関わり、喜ばれる姿
を見て、とてもいいクリスマス
会になったと思います。

今日、私たち67期生は、新たな決意を胸に
一人ひとりが理想とする看護の道を歩き始めます。

看護師を志すものとしての自覚を持ち、
観察力、判断力、洞察力を身に付けることで、
正確な知識と的確な技術を提供できるよう、

努力を重ねます。
いついかなる時も、

本人と家族の意志を尊重し患者の良き理解者になります。
また、患者のことを一番に考え、
患者に安心と安全を届けます。
私たちの成長を見守り

ご指導して下さるすべての人々に感謝し、
患者に笑顔で幸せに過ごしてもらえるよう
愛情と思いやりを持った看護師を目指します。

以上のことを誓います。

- 誓いの言葉 -
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